



















った．コーン先端をファントムの側面に接し，床面から 1 m の高さに中心を設置した．床と
平行な面と垂直な面で，中心から半径 0.5 m と 1 m の距離で X 線主線方向を 0°としてそれ








 本論文は，大規模災害時に使用する携帯型歯科用 X 線発生装置の散乱線量の測定から被曝
管理を考察し，撮影者・周囲作業者に対する防護の必要性を提言したものである．この研究
結果は，今後歯科的個人識別を行う現場作業において重要な指針となるものと考えられる． 
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